





北陸 の 植物 第17巻 第3号 昭和44年 8月
地より係集され，中井博士により新種として発表された。1968年筆者は上川支庁管内の浮
島高層湿原（標高約 870 メー トル）で本種を採集した。北海道を含め，旧日本新産の種類
である。クロホシクサIC::似るも，花が2数性であるとと（総省片2，事片2，花弁2，雄
しべ4 ），雌花馨片は離生するが雄花では深裂して離生しない点などを特徴とする。
54) クシロホシクサ（新産地）ータイプロカリティ ーは釧路地 方であるが，筆 者 は
1963年根室支庁管内野付崎の湿地から採集した。
5 5) ムツイヌノヒゲ（新産地）一従来北海道には Eriocau/on miquelianum は産しな















まる。 北海道， 樺太， 南千島産のものは， 乙の両型の中間移行的性質を示している。結
局，葉柄鱗片の性質から，筆者は，上記地域のメシダ類については A. J官ilix-femlna var. 
longiPes あるいはエゾメシダを用いたいと考える。
59) クロヌマハリイ（産地整理）一最近STRANDHEDE博士は Eleocharis i>ztersita 
ZIN SERL.を E. ρalustris の中に含めた 見解を発表したが， 結局独立種とみるのは無理
なようである。北大標本庫所蔵の標本についてみると，樺太，千島産のものの中では，柱
基の形態において往々にして E. mamillata とまぎわらしくなるものがある。（つづく）
- 68 ー
